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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第16期 

第２四半期 
連結累計期間 

第15期 

会計期間 
自平成31年４月１日 
至令和元年９月30日 

自平成30年４月１日 
至平成31年３月31日 

売上高 （千円） 950,599 1,809,628 

経常利益 （千円） 52,236 64,762 

親会社株主に帰属する 

四半期（当期）純利益 
（千円） 33,268 35,604 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 33,268 34,759 

純資産額 （千円） 193,076 159,807 

総資産額 （千円） 1,029,778 907,946 

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 32.87 35.18 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益 
（円） ― ―

自己資本比率 （％） 18.7 17.6 

営業活動によるキャッシュ・ 

フロー 
（千円） 91,554 3,259 

投資活動によるキャッシュ・ 

フロー 
（千円） △114,356 △52,273 

財務活動によるキャッシュ・ 

フロー 
（千円） 78,267 137,188 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高 
（千円） 337,583 282,118 

 

回次 
第16期 

第２四半期 
連結会計期間 

会計期間 
自令和元年７月１日 
至令和元年９月30日 

１株当たり四半期純利益 （円） 47.45 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

４．当社は、第15期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第15期第２

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

 

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社

は、前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間

との比較分析は行っておりません。

 

(1）経営成績の状況 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用所得環境の改善、堅調な設備投資が続いているものの、

海外における貿易摩擦の長期化、海外経済の減速に伴う輸出の低迷などの懸念材料もあり、先行き不透明な状況で

推移いたしました。

 当社グループが主要市場とする接骨院業界におきましては、接骨院数の増加に伴う他院との差別化、柔道整復療

養費の減少に伴う経営の悪化、新規出店に伴う資金及び人員（有資格者）の確保、人員の増加に伴う教育制度の構

築、接骨院オーナーの老後資金の確保等、様々な問題や課題が発生しております。

 このような状況の中、当社グループの接骨院ソリューション事業では、接骨院に対して経営・運営における様々

な問題（売上の減少、資金難、経営戦略不足、教育制度の未整備等）に対するソリューションの提供を行ってまい

りました。また、金融サービス事業では、保険代理店やIFA（金融商品仲介業）を中心に事業を展開してまいりま

した。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は売上高950,599千円、営業利益52,787千円、経常利益52,236

千円、親会社株主に帰属する四半期純利益33,268千円となりました。

 

 セグメントの経営成績は次のとおりであります。

 

＜接骨院ソリューション事業＞

ソフトウェアでは、接骨院向け患者情報管理システム「Ligoo POS & CRM」及びレセプト計算システム「レセ

ONE」を展開した結果、売上高は162,674千円となりました。

機材・消耗品では、接骨院での自費施術メニューの拡大をサポートする為のツールとして電気的筋肉刺激装置

「EMS-indepth-」、医療機器であり慢性疾患改善メニューの提供を可能にする「トムソンベッド」及び急性疾患改

善メニューの提供を可能にする「Inject Energy」等の機材販売を行った結果、売上高は339,840千円となりまし

た。 

教育研修コンサルティングでは、顧客毎の需要に合わせた年単位など一定の契約期間を基本とする継続型のコン

サルティング及び接骨院の幹部または幹部候補者等向けの研修プログラム「GRAND SLAM」を展開した結果、売上高

は128,794千円となりました。 

請求代行では、接骨院等における事務負担の軽減を目的とした療養費請求代行サービスを展開した結果、売上高

は99,905千円となりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は731,215千円、営業利益は61,422千円となりました。

 

＜金融サービス事業＞

保険代理店では、接骨院ソリューション事業において構築された接骨院ネットワーク及び税理士事務所等からの

紹介等により生命保険及び損害保険の販売を行った結果、売上高は152,168千円となりました。

IFA（金融商品仲介業）では、投資信託等の金融商品を用いて、長期的で安定的な資産形成や資産運用を目的に

サービスを展開した結果、売上高は67,216千円となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は219,384千円、営業損失は8,634千円となりました。

 

(2）財政状態の状況 

①資産 

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は1,029,778千円となり、前連結会計年度末と比べ121,832千円の増加と

なりました。

 流動資産は616,178千円となり、前連結会計年度末と比べ44,571千円の増加となりました。これは主に、商品が

23,663千円減少したものの、現金及び預金が57,565千円、売掛金が5,261千円増加したことによるものでありま

す。 
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 固定資産は413,600千円となり、前連結会計年度末と比べ77,260千円の増加となりました。これは主に、繰延税

金資産が14,329千円減少したものの、ソフトウェアが48,840千円、顧客関連資産が36,733千円増加したことによる

ものであります。 

②負債 

 当第２四半期連結会計期間末における負債合計は836,701千円となり、前連結会計年度末と比べ88,563千円の増

加となりました。

 流動負債は508,744千円となり、前連結会計年度末と比べ49,898千円の増加となりました。これは主に、未払金

が18,391千円、前受金が38,192千円減少したものの、1年内返済予定の長期借入金が39,036千円、預り金が68,051

千円増加したことによるものであります。 

 固定負債は327,957千円となり、前連結会計年度末と比べ38,664千円の増加となりました。これは主に、長期借

入金が39,231千円増加したことによるものであります。 

③純資産 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は193,076千円となり、前連結会計年度末と比べ33,268千円の増加

となりました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益を33,268千円計上したことによるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は337,583千円とな

り、前連結会計年度末と比べ55,465千円の増加となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・

フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

[営業活動によるキャッシュ・フロー]

営業活動の結果、得られた資金は91,554千円となりました。これは主に、減価償却費33,836千円、預り金の増加

額68,051千円等によるものであります。

 

[投資活動によるキャッシュ・フロー]

投資活動の結果、使用した資金は114,356千円となりました。これは主に、無形固定資産の取得による支出

108,258千円等によるものであります。

 

[財務活動によるキャッシュ・フロー]

財務活動の結果、得られた資金は78,267千円となりました。これは、長期借入金の返済による支出71,733千円が

あったものの、長期借入れによる収入150,000千円によるものであります。

 

(4）経営方針・経営戦略等 

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6）研究開発活動 

 該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 4,020,000 

計 4,020,000 

 
②【発行済株式】

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（令和元年９月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（令和元年11月15日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 1,011,900 1,011,900 非上場 

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 1,011,900 1,011,900 ― ― 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額 
（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

令和元年７月１日～ 

 令和元年９月30日 
― 1,011,900 ― 164,600 ― 114,600 
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（５）【大株主の状況】

令和元年９月30日現在 
 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（株） 

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％） 

川瀨 紀彦 兵庫県芦屋市 528,200 52.20 

Ｋ＆Ｐパートナーズ１号投資事業

有限責任組合
東京都千代田区内神田１丁目２番１号 87,000 8.60 

藤原 俊也 東京都中央区 68,100 6.73 

石本 導彦 大阪府泉佐野市 62,400 6.17 

Ｋ＆Ｐパートナーズ２号投資事業

有限責任組合
東京都千代田区内神田１丁目２番１号 39,000 3.85 

みずほ成長支援投資事業有限責任

組合
東京都千代田区内幸町１丁目２番１号 37,500 3.71 

日本アジア投資株式会社 東京都千代田区神田錦町３丁目11番地 37,500 3.71 

藤本 幸弘 東京都千代田区 30,000 2.96 

城守 和幸 大阪市中央区 22,500 2.22 

粂野 聡史 大阪府藤井寺市 18,000 1.78 

計 ― 930,200 91.93 

（注）発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四捨五入しておりま

す。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

令和元年９月30日現在 
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ― 

議決権制限株式（その他） ― ― ― 

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ― 

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,011,900 10,119 

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式でありま

す。単元株式数は100株

であります。 

単元未満株式 ― ― ― 

発行済株式総数 1,011,900 ― ― 

総株主の議決権 ― 10,119 ― 

 

②【自己株式等】

令和元年９月30日現在 
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％) 

― ― ― ― ― ― 

計 ― ― ― ― ― 
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２【役員の状況】

 該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条

の２第１項の規定に準じて、第２四半期連結会計期間（令和元年７月１日から令和元年９月30日まで）及び第２四半

期連結累計期間（平成31年４月１日から令和元年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あ

ずさ監査法人による四半期レビューを受けております。 

 

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例 

 当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

（平成31年３月31日） 
当第２四半期連結会計期間 
（令和元年９月30日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 288,418 345,984 

売掛金 157,638 162,900 

リース債権 860 430 

商品 96,046 72,382 

その他 29,202 35,020 

貸倒引当金 △558 △538 

流動資産合計 571,607 616,178 

固定資産    

有形固定資産 71,968 69,515 

無形固定資産    

ソフトウエア 133,563 182,404 

ソフトウエア仮勘定 4,000 15,000 

顧客関連資産 ― 36,733 

のれん 28,943 27,349 

その他 690 590 

無形固定資産合計 167,197 262,078 

投資その他の資産    

繰延税金資産 66,568 52,238 

その他 33,178 32,243 

貸倒引当金 △2,572 △2,475 

投資その他の資産合計 97,173 82,005 

固定資産合計 336,339 413,600 

資産合計 907,946 1,029,778 

負債の部    

流動負債    

買掛金 6,355 25,084 

1年内返済予定の長期借入金 108,752 147,788 

未払金 87,889 69,497 

未払費用 66,941 55,097 

未払法人税等 8,421 6,995 

未払消費税等 18,132 13,668 

前受金 97,281 59,088 

預り金 54,183 122,235 

賞与引当金 10,635 8,645 

その他 253 643 

流動負債合計 458,846 508,744 

固定負債    

長期借入金 273,836 313,067 

資産除去債務 14,860 14,890 

その他 596 ― 

固定負債合計 289,292 327,957 

負債合計 748,138 836,701 

純資産の部    

株主資本    

資本金 164,600 164,600 

資本剰余金 83,567 83,567 

利益剰余金 △88,359 △55,091 

株主資本合計 159,807 193,076 

純資産合計 159,807 193,076 

負債純資産合計 907,946 1,029,778 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円） 

 
当第２四半期連結累計期間 

（自 平成31年４月１日 
至 令和元年９月30日） 

売上高 950,599 

売上原価 406,476 

売上総利益 544,123 

販売費及び一般管理費 ※ 491,336 

営業利益 52,787 

営業外収益  

受取利息 31 

受取賃貸料 375 

助成金収入 427 

その他 29 

営業外収益合計 864 

営業外費用  

支払利息 1,407 

その他 8 

営業外費用合計 1,415 

経常利益 52,236 

特別損失  

固定資産除却損 480 

特別損失合計 480 

税金等調整前四半期純利益 51,756 

法人税、住民税及び事業税 4,158 

法人税等調整額 14,329 

法人税等合計 18,487 

四半期純利益 33,268 

親会社株主に帰属する四半期純利益 33,268 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円） 

 
当第２四半期連結累計期間 

（自 平成31年４月１日 
至 令和元年９月30日） 

四半期純利益 33,268 

四半期包括利益 33,268 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 33,268 

非支配株主に係る四半期包括利益 ― 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円） 

 
当第２四半期連結累計期間 

（自 平成31年４月１日 
至 令和元年９月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 51,756 

減価償却費 33,836 

のれん償却額 1,593 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △117 

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,989 

受取利息及び受取配当金 △31 

支払利息 1,407 

固定資産除却損益（△は益） 480 

売上債権の増減額（△は増加） △5,261 

たな卸資産の増減額（△は増加） 23,663 

仕入債務の増減額（△は減少） 18,728 

前払費用の増減額（△は増加） △7,254 

未払金の増減額（△は減少） △35,299 

未払費用の増減額（△は減少） △11,843 

前受金の増減額（△は減少） △38,192 

預り金の増減額（△は減少） 68,051 

その他 △507 

小計 99,018 

利息及び配当金の受取額 36 

利息の支払額 △1,485 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △6,014 

営業活動によるキャッシュ・フロー 91,554 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △2,100 

有形固定資産の取得による支出 △5,132 

無形固定資産の取得による支出 △108,258 

その他 1,134 

投資活動によるキャッシュ・フロー △114,356 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 150,000 

長期借入金の返済による支出 △71,733 

財務活動によるキャッシュ・フロー 78,267 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 55,465 

現金及び現金同等物の期首残高 282,118 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 337,583 
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

 
当第２四半期連結累計期間
（自 平成31年４月１日
至 令和元年９月30日）

役員報酬 74,020千円 

給料及び手当 165,159

賞与引当金繰入額 5,658

旅費及び交通費 46,044

支払手数料 50,171

貸倒引当金繰入額 △117

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。 

 
当第２四半期連結累計期間 

（自 平成31年４月１日 
至 令和元年９月30日） 

現金及び預金勘定 345,984千円 

預入期間が３か月を超える定期預金 △8,400 

現金及び現金同等物 337,583 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

当第２四半期連結累計期間（自 平成31年４月１日 至 令和元年９月30日） 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 
 

 
報告セグメント 

四半期連結損益計
算書計上額 接骨院ソリューシ

ョン事業 
金融サービス 

事業 
計 

売上高        

外部顧客への売上高 731,215 219,384 950,599 950,599 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
― ― ― ― 

計 731,215 219,384 950,599 950,599 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
61,422 △8,634 52,787 52,787 

 （注）セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
当第２四半期連結累計期間 

（自 平成31年４月１日 
至 令和元年９月30日） 

１株当たり四半期純利益 32.87円 

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 33,268 

普通株主に帰属しない金額（千円） ― 

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円） 
33,268 

普通株式の期中平均株式数（株） 1,011,900 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要 

令和元年６月28日取締役会決議

による第４回新株予約権 

新株予約権の数 30個 

（普通株式 3,000株） 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

当社株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 

 

２【その他】

 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。 
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